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資料 １



基本方針及び施策体系案について（学校教育部分）

未来にはばたく柏っ子
～学び続ける力の育成，多様性の尊重，安全・安心な学校づくり～

【基本方針の考え方】
• 未来の社会で活躍する子どもを育成するとい

う想い
• 親しみやすいキャッチフレーズ

• 「学び続ける力」「多様性の尊重」が子どもたち
に身に付けさせたい力

• その基盤となる「地域・家庭」「教職員」による
「安全・安心な学校づくり」

【施策体系の考え方】
• 施策展開の方向に深く関連する事業・事務局

として特に力を入れていく事業について，重点
取組として設定

• 事務局として今後力を入れていく事業を，施策
展開の方向に紐付け

学ぶ意欲を育成する

特別支援教育の推進

分かる授業の推進

英語教育の推進

ＩＣＴの利活用の推進

学校図書館の活用

運動能力・運動習慣の維持及び向上

健康教育の充実

いじめ防止対策の推進

不登校等児童生徒への支援の充実

情報モラル教育の推進

市立高校教育の推進

地域・家庭とともにある学
校をつくる

学校・地域・家庭の連携

道徳教育の充実

互いの立場を尊重し合
い，安心して学び合える

環境をつくる

教職員の力量・学校の組
織力を高める

防災体制の強化

教職員の育成

幼保こ小連携の推進

保護者の経済的負担の軽減

外国籍の子ども等に対する支援

学校規模の適正化

学校施設・設備の維持管理

安全・安心な給食の提供

働き方改革の推進

【生涯学習推進計画との関係】
最終的な施策体系としては，第４次生涯学習推進
計画の内容も含めた施策体系を設定する。

人生１００年時代では，若年期において，知識・技能，
思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間
性等の涵養といった資質・能力を身に付けることに
加え，生涯にわたって自ら学習し，自己の能力を高
め，働くことや，地域や社会の課題解決のための活
動につなげていく必要性が高まっている。
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重点取組について

• 学力・学習状況調査の結果等を活用し，児童生徒の実態を踏まえ
た授業改善を進めます。

• 授業公開の取組である「みんなでつくる魅力ある学校」を通して，
授業力の向上を図ります。

• 算数支援教員や理科教育支援員の配置により，授業づくりの支援
をします。

分かる授業の推進

• １人１台の端末を活用した授業改善により，「主体的・対話的で深
い学び」の実現を図ります。

• ＩＣＴ支援員の配置，教職員研修の充実により，ＩＣＴの活用を推進
していきます。

• 柏市情報リテラシー育成カリキュラムに基づき，小中９年間におい
て体系的に情報活用能力の育成を進めます。

ＩＣＴの利活用の推進

• 「柏市いじめ防止基本方針」及び「いじめ問題対応の手引き」に基づ
き，いじめ対策を進めていきます。

• ＳＴＯＰｉｔの提供と合わせた「ＳＯＳの出し方教育」「脱いじめ傍観者
教育」「多様な性の理解（ＬＧＢＴ）」に関する授業を展開します。

• 指導主事によるいじめ防止授業を実施します。

• 学級経営アドバイザー，スクールサポーター等による学級づくりの支
援をします。

• 人権教育研修等により，いじめの背景にある環境（貧困，ストレスな
ど）についての教職員の理解を促進します。

• いじめ防止サミットなどのいじめを許さない雰囲気づくりに向けた取
組を進めていきます。

いじめ防止対策の推進

• 学校以外の通える場として，学習相談室，教育支援センターによる
支援を行います。また，学習相談室指導員による訪問支援を行いま
す。

• 不登校児童生徒に対し，１人１台端末を活用したオンライン学習等
の支援を行います。

• サポート教員（生徒指導・不登校支援）により，不登校支援室・相談
室などに別室登校している生徒への学習指導等の支援を行います。

• フリースクールとの連携を進めます。
• あすなろキャンプなど，社会的自立につながる取組を行います。

• 保護者に対し，不登校経験者の話を聞く機会の提供，進路について
の情報提供，個別相談を行います。

• スクールソーシャルワーカーを増員するとともに，研修を実施し，質
の向上を図ります。虐待が疑われる案件については，児童虐待の
所管部署とも連携して対応していきます。

• 義務教育未修了の方や，不登校等で十分に通うことができなかった
方など，中学での学び直しを希望する方等を対象とする夜間中学の
設置について，調査研究を進めていきます。

不登校等児童生徒への
支援の充実

• 柏市情報モラル育成プログラムに基づき，小中９年間の発達段階
に応じた情報モラル教育を進めます。

• 実際の危険事例等を基にした情報モラル講演を実施する中で，正
しいスマートフォンの使い方を促していきます。

情報モラル教育の推進
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• 教育支援員を配置し，担任を支援するとともに，交流及び共同学習
を推進していきます。

• 通常の学級においては，特別支援サポート教員を配置し，取り出し
支援も含めたサポートを行っていきます。

• 通常の学級での授業が可能と考えられる児童生徒について，段階
的に通常の学級に戻していくことを促していくため，学校への周知
や指導主事による学校訪問を行います。

• 医療的ケアが必要な児童生徒に対して，医療的ケア看護師を配置
すること等により，適切な支援を行い，安全・安心な学校生活をサ
ポートします。

特別支援教育の推進 • 柏市教職員人材育成指針及び指標並びに柏市学校管理職人材育
成指針及び指標に基づき，柏市独自の研修体系を構築するととも
に，人材育成を効果的・計画的に推進します。

• 人材育成アドバイザーを配置し，学校現場への訪問の実施や学校
からの相談を受けることで，学校経営を支援します。

• 「Ｏｆｆ－ＪＴ（校外研修）」「ＯＪＴ（校内研修）」「ＳＤ（自己研鑽）」の関連
を図り，実効性のある人材育成体制を整備します。

教職員の育成

• 教育委員会・学校が連携し，柏市全体及び各学校の負担軽減策の
検討を進めていきます。

• 保護者対応を始め，校務（学校事務）のさらなる効率化を目指した
情報化を促進させ，教職員及び保護者の負担軽減を図ります。

• 部活動ガイドラインの運用を強化していくとともに，部活動の在り方
を含めて検討していきます。

働き方改革の推進

• 柏市立学校施設個別施設計画に基づき，計画的に老朽化対策を
実施していきます。

• 引き続き，トイレの改修を進めていきます。

• 学校遊具点検を継続実施するとともに，安全に使用できるよう，修
繕や更新を進めていきます。

学校施設・設備の維持管理

• 学校運営協議会の全小中学校設置を令和５年度までに完了し，コ
ミュニティ・スクールとしてスタートします。

• 地域学校協働活動の中心となる推進員を令和４年度から委嘱し，継
続的に推進員の育成を進めることにより，学校運営協議会での議論
が実際の活動へとつながる形に整備していきます。

• 放課後子ども教室の内容の充実，家庭教育支援「みんなの子育て
広場」の充実を進めていきます。

• 教育福祉会館の自律（立）的な運営や公民館事業等を通じて，学校
や地域で活躍できる人材の育成を進めていきます。

学校・地域・家庭の連携
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